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アンゴラ共和国月報 

２０１９年２月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●澤田駐アンゴラ日本国大使が日本の支援のもとルンダ・ノルテ州の難民居住地に建設され

たコンゴ(民)難民子女を対象とした学校の開校式に出席。 

●今年６月，第７回ＭＰＬＡ特別党大会が開催予定である。同党大会において中央委員会メ

ンバーが増員される見込み。 

【外交】 

●５日～７日の日程でマッタレッラ伊大統領がアンゴラを公式訪問。ロウレンソ大統領

との会談の他，経済協力に係る文書署名，国会での演説等を行った。 

【経済】 

●２月５日，ルアンダにてフランス・アンゴラ企業フォーラムが開催された。同イベ

ントにはロジスティック，金融，石油，農業等様々な分野で活動する１８社のフラン

ス企業が参加した。 

●１２日，ロウレンソ大統領は，ジェロニモ石油担当副大臣を同職から罷免し，新設

される国家石油・ガス庁(ANPG)長官に任命した。 

内政 

１．アンゴラの自由度 

５日，米国際 NGO であるフリーダム・ハウスは

最新の「世界自由度報告書」を発表した。同報告

書の中で，アンゴラは依然として「不自由」な国

のカテゴリーに入るが，政治，市民の自由に関す

る権利における改善が見られるとした。また今回

の報告書では，アンゴラ，エチオピア，エクアド

ル，アルメニアにおける自由度において特筆に値

する改善が見られた(AP 2/7)。 

２．カビンダでの独立運動 

カビンダ独立運動(MIC)によれば，2018年 1月

末以降，MIC 代表及び副代表を含む同グループの

７４人の活動家がアンゴラ警察により勾留されて

いる。ポルトガル通信社(LUSA)によれば，MICは

今月２月１日に，シムランブコ条約（注：1885

年調印，カビンダをポルトガルの保護領として認

めた）締結 134周年を記念したイベントを行う予

定でありそのための準備を進めていた由(DW 2/8)。 

３．第７回特別党大会 

シリンビンビ MPLA 経済担当役員（国会議員で

同党政治局メンバー）によれば，第７回 MPLA特

別党大会は今年６月に開催される見通しである。

同氏によれば，昨今の党員の増加及び組織の肥大

化を受け，党大会を経て MPLA 中央委員会を拡大

する意向である(JA 2/12)。 

４．汚職対策 

イジノ・カルネイロ元ルアンダ州知事及びマヌ

エル・ラベライス元マスコミ大臣は過去に公職に

就いていた時代に汚職に関与したとして政府から

容疑者として指定されており，両者とも国外への

渡航を禁じられている。尚２名の容疑者は現在国

会議員であり議員活動については継続して行う

(JA 2/14)。 

５．日本の難民支援 

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/6/Freedom-House-reconhece-accoes,eaddc5e6-523e-4060-ab3c-9cb17b89ac61.html
https://www.dw.com/pt-002/movimento-independentista-de-cabinda-denuncia-prisão-de-74-ativistas/a-47422224
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/congresso-do-mpla-marcado-para-junho
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/higino-carneiro-e-manuel-rabelais-proibidos-de-sair-do-pais
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１８日，ルンダ・ノルテ州のロヴア難民居住地

にて，澤田駐アンゴラ日本国大使臨席のもと，８，

４００人とされる国内に滞在するコンゴ（民）難

民子女が通うための学校校舎の開校式が執り行わ

れた。同校舎は日本の支援を受けて設立されたも

ので合計８つの教室を擁する。式典にて澤田日本

国大使は，難民支援の一環として今後新たに総額

８０万米ドル相当の食糧支援並びに農業促進活動

を実施すると述べた(AP 2/19)。 

６．新法案の議論 

国家中小零細企業支援院(Instituto Nacional 

de Apoio ás Micro, Pequenas e Médias 

Empresas)が草案した「国内企業振興法案」につ

いて，現在国内企業家層の間で議論が行われてい

る。現状同法案はアンゴラ政府及び公社がプロジ

ェクト形成を行う際，全体予算の２５％について

は現地の中小零細企業から物資獲得及びサービス

の提供を受ける必要があると規定する内容となっ

ている(OBS 2/19)。 

 

外交 

１．伊大統領の当地訪問 

（１）本５日，セルジョ・マッタレッラ伊大統領

はロウレンソ大統領からの招待に応じる形でアン

ゴラ公式訪問をスタートさせる。主な訪問日程は

明６日以降開始され，ロウレンソ大統領との会談，

記者会見，ディビナ・プロヴィデンシア病院訪問，

国立軍事歴史博物館訪問，アンゴラ議会での演説

等が予定されている(JA 2/5)。 

（２）６日，ロウレンソ大統領とマッタレッラ伊

大統領は共同記者会見を開いた。ロウレンソ大統

領は，現在保健，農業，教育，運輸，石油，防衛

部門に集中しているアンゴラ・イタリア間の投資

分野を多角化することが重要であると述べた(AP 

2/6)。マッタレッラ伊大統領は，アフリカ大陸に

おける安定及び多国間理解を深める上でアンゴラ

の役割は重要であると述べ，アンゴラのアフリカ

における平和構築への努力を賞賛した(AP 2/6)。 

（３）６日，アンゴラとイタリアは，両国間の経

済協力を強化する内容の覚書に署名を行った。同

文書は，観光，アグリビジネス，漁業，エネルギ

ー部門（特に再生可能エネルギー）における経

済・貿易関係の強化を目指す内容である。農業部

門においては食糧自給率を増加させ食糧輸入を減

少させることを目的とした持続可能な農業プロジ

ェクトの実施が見込まれている(AP 2/6)。 

（４）７日，国会にてマッタレッラ伊大統領は，

イタリアはアンゴラにおいて進められている政治

改革及び経済成長への歩みを支援すると述べた。

またアンゴラにはいかなる時もイタリアとの友情

及び支援を期待してもらって良いとも述べた。同

大統領によれば，イタリアの対アフリカ投資総額

は中国，ＵＡＥに次ぎ第三位である(JA 2/7)。 

２．アンゴラ・カタール関係 

３日，アンゴラとカタールは，両国首都間を空

の便で結ぶための運輸部門協定に署名を行った。

同協定への署名を目的に，今月２日以降リカル

ド・アブレウ運輸大臣をヘッドとし，空港管理会

社(ENANA)とアンゴラ国営航空(TAAG)の幹部から

構成されるアンゴラ運輸省ミッションがカタール

を訪問している(AN 2/3)。 

３．コンゴ（民）大統領訪問 

５日，ルアンダにてロウレンソ大統領はフェリ

ックス・チセケディ／コンゴ（民）大統領と会談

を行い，大湖地域及びギニア湾地域という不安定

な地域に位置する両国は，防衛，安全保障及び公

共の規律を保つ上で協力を行う旨合意した。また

双方は経済分野における協力強化についても確認

した(JA 2/5)。 

４．AU首脳会合 

（１）１０日，アディスアベバにて開催されてい

る第３２回アフリカ連合(AU)首脳会合にロウレン

ソ大統領に代わり出席しているアウグスト外務大

臣は，Matt Harrington米国務省南部アフリカ地

域担当次官補と会談を行った。米国はアンゴラに

おいて石油部門以外での投資を増加させたい意向

(AP 2/10)。 

（２）アウグス外務大臣によれば，アンゴラはア

フリカ連合(AU)において６番目に予算分担金が大

きい国である。同連合の通常予算は約２億８００

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/educacao/2019/1/8/Inaugurada-mais-uma-escola-para-criancas-refugiadas-RDC,f9c0e779-7155-4fd5-a3c3-299a1a2eff49.html
https://observador.pt/2019/02/19/estado-angolano-obrigado-a-fazer-25-das-compras-as-pequenas-e-medias-empresas/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/mattarella_e_tshisekedi_em_angola
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/6/quer-mais-investimento-italiano,2e0f4f72-f942-4814-8059-152520803874.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/6/quer-mais-investimento-italiano,2e0f4f72-f942-4814-8059-152520803874.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/6/Sergio-Mattarella-elogia-papel-pacifista-Angola,dfa30d50-b540-443b-a0b5-a19d39ea7703.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/6/Angola-Italia-incrementam-cooperacao,1b3a8856-6401-48a4-9ebc-b0fafe580f0e.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/sergio_mattarella_apoia_reformas_politicas_e_economicas_em_angola
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/60311/angola-e-qatar-ligados-por-um-corredor-aereo
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_e_rdc_privilegiam_seguranca_e_ordem_publica
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０万米ドルで，２０１９年，アンゴラはこの内約

２７６０万米ドルを拠出(OBS 2/10)。 

５．中国大使の離任 

１２日，Cui Aimin駐アンゴラ中国大使は自身

の離任表敬のためロウレンソ大統領を訪問した。

中国大使は表敬訪問後記者団に対し，同国はアン

ゴラの社会経済成長を支援するために新たな投資

を呼び込みことを促進すると述べた。また中国が

アンゴラにおけるプロジェクト実施のために用意

した２０億米ドルの融資について，プロジェクト

ごとに融資決定を行う形となると述べた(JA 

2/13)。 

６．ポルトガル外相の訪問 

ルアンダ訪問を終えたアウグスト・サントス・

シルヴァ葡外相によれば，ポルトガルのマルセ

ロ・デ・ソウザ大統領は３月５日～９日の日程で

アンゴラを訪問予定であり，大統領訪問に際しア

ンゴラ政府がポルトガル企業に負う債務状況の進

捗について明らかにされる見込み(JA 2/18)。 

７．ウルグアイ外相の訪問 

１８日，ルアンダを訪問中の Rodolfo Nin 

Novoa ウルグアイ外相は，アンゴラ政府との間で

ビジネス査証発給の簡素化を含む計４つの合意書

に署名を行った。また両国は税関，高等教育，科

学技術・イノベーション等の分野で協力を行うこ

とを行うことを確認し，この中にはアンゴラの国

際関係大学とウルグアイの外交アカデミー間での

協力も含まれる(AP 2/18)。 

８．対ロシア関係 

Vladir Tararov 駐アンゴラロシア大使によれば，

プーチン大統領はロウレンソ大統領を今年４月の

ロシア訪問に招待している。ロウレンソ大統領の

訪ロが実現すればアンゴラにおけるヘリコプター

メンテナンス工場の建設等様々な契約の署名が行

われることになる模様(JA 2/15)。 

９．サントメ・プリンシペ首相の訪問 

２５日，ルアンダにてロウレンソ大統領はジョ

ルジ・ボン・ジェズス／サントメ・プリンシペ首

相と会談を行った。同首相のアンゴラ訪問はロウ

レンソ大統領からの招待により実現したものであ

る。駐アンゴラ・サントメ・プリンシペ大使は，

会談の中では両国の協力分野の拡大，サントメ・

プリンシペが今後アンゴラの民間セクターへの投

資を促進させる意向である旨等について話し合わ

れた(AP 2/25)。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１） 物価 

 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国版

の２月期年間インフレ率は，17.96%。月間物価上

昇率は 2.20%。 

最も物価上昇に影響を与えたのは，モノ・サー

ビス（1.57%）,教育（1.56%），ホテル・カフェ・

レストラン（1.56%）,衣服・靴（1.34%） 

 

 

（２）金利 

金融政策委員会（CPM）は開催されず。 
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BNA基礎金利 
ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ限界貸出ファシリティ 
ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ流動性吸収ファシリティ（７日） 
再割引利率 
LUIBORオーバーナイト物貸付金利 
ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄ流動性吸収ファシリティ 

https://observador.pt/2019/02/10/angola-contribui-com-8-do-orcamento-regular-da-uniao-africana/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/china-anuncia-novo-ciclo-de-investimentos-em-angola
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/china-anuncia-novo-ciclo-de-investimentos-em-angola
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/capacidade-de-angola-determina-pagamento-de-dividas-a-portugal
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/8/Angola-Uruguai-assinam-novos-acordos,453751b6-bfc7-4d33-aa02-1bd9e79c73ca.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/presidente-foi-convidado-a-visitar-russia
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/9/Angola-Sao-Tome-abordam-cooperacao,b13464b2-6635-4ab7-a616-e02ee9ebd6b4.html
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（３）為替市場 

 ２月２８日，為替相場は１USD＝314.15745AKZ

で推移。 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 

 

 

 

 

（５）マネーサプライ統計 

 

 

 

（６）ＧＤＰ及び成長率 
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（７）主要貿易統計 
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その他 
0.5% 

2018年輸出品別内訳 
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米国 3.2% 
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仏 1.7% 
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鉱物製品 
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7.0% 

2018年輸入品別内訳 

輸入総額：157億9780万ドル 

出典：BNA（2019） 
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

歳入総額 43.5 48.8 45.9 40.2 35.3 27.3 19.5 18.9

歳入総額 内，石油

由来 
33 39 37.3 30.1 23.8 15.4 9.5 8.7

歳出総額 40 40.2 41.3 40.5 41.9 30.6 23.6 25.6

歳出総額 内，経常

支出 
28.6 30 29 28.5 29.4 24.7 19.1 20.7

歳出総額 内，公的

投資 
11.4 10.2 12.3 12 12.5 6 4.5 5

総財政収支 3.4 8.7 4.6 -0.3 -6.6 -3.3 -4.1 -6.7

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（総

GDP比） 

-26.2 -26.9 -29.2 -28.2 -28.1 -15.9 -10.2 -11.5

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（非

石油GDP比） 

-47.4 -51.1 -53.7 -47.4 -43.2 -20.9 -12.9 -14.1

総公的セクター債務

（ソナンゴル含む） 
44.3 33.8 29.5 32.9 40.7 65.4 71.6 62.8

歳入総額 

歳入総額 内，

石油由来 

歳出総額 

歳出総額 内，

経常支出 

歳出総額 内，

公的投資 

総財政収支 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（総GDP

比） 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（非石油

GDP比） 

総公的セクター

債務（ソナンゴ

ル含む） 
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２．石油・ガス 

（１）原油輸出の減少 

２０１８年第四四半期において，ソナンゴルは

９万２２１１トンの原油を輸出し，これにより得

られた収入は約４０００万米ドル。右輸出量は同

年第三四半期の３１万６３４２トン（収入は約１

億５０００万米ドル）から大幅に減少(AP 1/29)。 

（２）国家石油・ガス庁 

１２日，ロウレンソ大統領は，ジェロニモ石油

担当副大臣を同職から罷免し，新設される国家石

油・ガス庁(ANPG)長官に任命した。空席となった

石油担当副大臣のポストにはこれまでソナンゴル

グループの関連会社である SONAMET 代表を務めて

いたジョゼ・アレシャンドレ・バローゾ氏が起用

された(AN 2/13)。先日ソナンゴルが有していた

コンセッショナリーとしての権限を新設された

ANPG に移譲することを許可する内容の大統領令

（２月６日付け）が官報に記載されていた(EX 

2/8)。 

（３）Sonadrill社立ち上げ 

ソナンゴルが発出したプレスリリースによれば，

ソナンゴルと Seadrill Limited（オフショア石

油掘削の専門会社）は新しく Sonadrill社を立ち

上げ，同社はオフショアにおける掘削オペレーシ

ョン等に従事する。同パートナーシップは２月６

日に締結され，双方ともに５０％の資本参加を行

う(ME 2/14)。 

（４）石油部門 

ロウレンソ大統領は新石油担当副大臣及び国家

石油・ガス庁取締役会メンバーの就任式に際し，

2021 年以降ルアンダ精油所拡大計画を開始し，

現在の精製能力を４倍に引き上げたい意向を明ら

かにした。また，ロビト及びカビンダ精油所建設

も推進し石油製品輸入を削減する予定であると述

べた。また，2019-2025年にかけての石油鉱区国

際入札戦略計画は既に承認されているとも付言し

た。ジェロニモ国家石油・ガス庁長官は，同庁は

石油・ガスの他にバイオ燃料分野も所管すると発

言(JA 2/15)。 

（５）韓国製ドリルシップ 

ソナンゴルは韓国で建設最終過程にある二隻の

ドリルシップを１０５日以内に受け取ることにな

る。ソナンゴルは当該ドリルシップ獲得に係る契

約を２０１８年１２月末に結んでおり，当初の購

入価格から約４億米ドルの値下げに成功している

(AP 2/14)。 

（６）ソナンゴル設立４３周年 

ソナンゴル設立４３周年を記念した記者会見の

場において，サトゥルニノ・ソナンゴル総裁は，

ソナンゴルグループの２０１８年の収入は１７７

億米ドルであったと述べた。この内，８９億米ド

ルはコンセッショナリーとして得られた額で，残

りの収入はグループ会社，資本参加による配当金

によって計上されたものである由。ソナンゴル総

裁によれば，同社が進める支出削減政策により同

年ソナンゴルは合計１４億８３００万米ドルの節

約に成功した(AP 2/25)。  

（７）ルアンダ精油所 

ジョアキン・デ・ソウザ・フェルナンデス／

SONAREF総裁によれば，２０２１年末までにルア

ンダ精油所はガソリンの生産量を現在の３００ト

ンから１２００トンに増加させる見込み。伊ＥＮ

Ｉとの共同プロジェクトにおいて計画されている

生産能力の向上のために，今後新しく精油施設を

建設する見込み(AP 2/25)。 

（８）石油鉱区における新規入札 

政府は２０２５年までに４９鉱区における入札

を行う予定であり，この内１９鉱区における入札

及び交渉プロセスが今年開始される見込みである。

また政府は２０２０年に，９つの鉱区における入

札を実施する予定であり，この９つの鉱区は２０

１４年に入札プロセスを経て開発が進められよう

としたが，その後政府が同入札結果の取り消しを

行った鉱区である由(VE 2/25)。 

３．ユーロ債発行を検討 

２０１９年下半期，アンゴラ政府は三度目とな

るユーロ債の発行を検討している。今次ユーロ債

の発行総額は２０億米ドルを想定している。また

政府は２０１９年を通じて合計で約１０８億ユー

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/0/5/Sonangol-exporta-mil-toneladas-metricas-petroleo-trimestre,701d0b96-f88b-4602-a91f-c0f235267ba7.html
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/60370/nomeado-pca-da-agencia-nacional-de-petroleo-e-gas
https://mercado.co.ao/negocios/sonangol-e-seadrill-criam-sonadrill-para-gerir-navios-sonda-em-aguas-angolanas-FX347788
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola-vai-atingir-auto-suficiencia-em-derivados-de-petroleo-e-gas
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/7/Sonangol-recebe-Navios-sonda-105-dias,e2bf2d62-1ab7-47a0-b6ec-9bc681d53a00.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/9/Grupo-Sonangol-arrecada-USD-mil-milhoes-2018,82f7bf09-e9ab-4e46-a519-0a18a26d7501.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/9/Refinaria-quadruplica-producao-gasolina,424bc5fa-d2c5-431a-9ad2-00a856ad1cca.html
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/item/5246-blocos-com-potencial-de-6-mil-milhoes-de-barris-serao-licitados-em-2020
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ロ（３兆８６２０億クワンザ）の債権発行を予定

している(OBS 2/2)。 

４．市中銀行の営業権停止 

５日，アンゴラ中央銀行(BNA)は，昨年破産状態

に陥った市中銀行の BANC(Banco Angolano de 

Negócios e Comércio)の営業権の停止を決定し

た。BNA によれば，同行は資本金の強化を行わず，

深刻な技術的問題を抱えていると評価した。本事

例は Banco Mais及び Banco Postal に次ぎ，３行

目の営業権停止例となった(OBS 2/5)。 

５．ドルペッグでの融資 

アンゴラ中央銀行(BNA)は，２月中に市中銀行が

顧客に対しドルペッグでの融資行うことを可能と

する規定を発表する見込みである。BNAはドルペ

ッグでの融資を可能とすることにより市中銀行側

の融資インセンティブを高めることを目的してい

る(VE 2/5)。 

６．政府系銀行救済措置 

「２０１９年債権発行計画」によれば，今年ア

ンゴラ政府は貯蓄信用銀行(BPC)再建のために２

億３０００万クワンザを拠出する。この内訳は，

同行の資本金強化のために１億８０００万クワン

ザ，残りの５０００万クワンザは，不良債務買い

取り公社である Recredit 社に回され，今後 BPC

債務の買い取り目的に活用される(EX 2/1)。 

７．不良債権問題 

マサーノ・アンゴラ中央銀行(BNA)総裁は，「ア

ンゴラ政府は不良債権買い取り業務を行う

Recredit社が，貯蓄信用銀行(BPC)の債務買い取

りに専念することを決定した」と述べた。同決定

は IMF の勧告に紐付いた決定である。また BNA は，

BPC以外の市中銀行が負う焦げ付き債務を買い取

るべく，近日中に同債務買い取りを専門とする金

融機関が国内に設立される見込みであると発表し

た(VE 2/5)。 

８．Mining Indaba 2019 

現在南アフリカ，ケープタウンにて開かれてい

る「Mining Indaba 2019」に参加しているアンゴ

ラ代表団はアゼベド鉱物資源・石油大臣をヘッド

とし，ダイヤモンド公社(ENDIAMA)，鉱物公社

(Ferrangol)，地質鉱物院の各総裁が帯同してい

る。ガンガ・ジュニオル ENDIAMA 総裁によれば，

今年同社は複数の企業に対しダイヤモンドの新規

探査権を付与する予定である(JA 2/6)。 

９．アゼベド大臣の演説 

「Mining Indaba 2019」の場において，アゼベ

ド鉱物資源・石油大臣は，アンゴラは石油やダイ

ヤモンドの他，希少メタルや装飾用石材等も豊富

であり「眠っている鉱物」を呼び起こすための産

業開発を必要としていると述べた。同大臣は，ア

ンゴラ政府は経済多角化を推進しており鉱業はそ

の対象の一つであると述べ，今後様々な国々の企

業がアンゴラの鉱物資源分野に投資することを期

待すると投資を呼びかけた(AP 2/6)。 

１０．TAAG の経営 

Ernst&Young が提出したアンゴラ国営航空会社

(TAAG)の運営に係る２０１７年外部監査報告書

（２０１８年３月２８日作成）によれば，TAAG

は三年連続で技術的に破産状態にあり，経営を継

続するためには企業再生及び資本強化が不可欠で

ある(AN 2/11)。 

１１．中国との貿易 

８日，Cui Aimin 駐アンゴラ中国大使は，ド

ス・サントス国会議長と面談した際，２０１８年

の二国間貿易総額は２６０億米ドルを超えたと述

べた。また中国大使は，貿易品目（アンゴラの輸

出品目）を，原油の他，鉱物，キャッサバの粉，

果汁等に広げていきたいとも述べた(AP 2/8)。 

１２．ダイヤモンド研磨工場 

（１）本１２日，ルアンダ州タラトナ市に新しい

ダイヤモンド研磨工場(Stone Polished Diamond)

が開設される。同プロジェクトはダイヤモンド専

売公社(SODIAM)と複数のアンゴラ資本による JV

であり，約５００万米ドル以上の投資案件である

(AP 2/11)。 

（２）１２日に開所式が開かれたダイヤモンド研

磨工場(Stone Polished Diamond)は，２０２０年

までに月あたり２０００～３０００カラットの加

工ダイヤモンド生産能力を有する見込みである。

https://observador.pt/2019/02/02/angola-avanca-com-terceira-emissao-de-eurobonds-de-2-000-milhoes-de-dolares/
https://observador.pt/2019/02/05/angola-retira-licenca-a-banco-por-falencia-tecnica-e-problemas-tecnicos/
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/mercados-e-financas/item/5149-credito-volta-a-estar-indexado-ao-dolar-a-partir-deste-mes
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/mercados-e-financas/item/5150-bna-acaba-com-monopolio-da-recredit
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/producao_sustentavel_e_discutida_na_indaba
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/6/Angola-procura-investidores-Africa-Sul-para-minerais-adormecidos,38017b64-4880-4a7c-876a-14c5e614ddbb.html
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/60346/taag-em-falencia-tecnica-ha-3-anos-pede-recapitalizacao-e-reestruturacao-financeira
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/6/Trocas-comerciais-entre-Angola-China-ultrapassam-USD-bilioes,cdf4c7ad-653d-4a6c-8039-e0f2cac7d15f.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/7/Pais-ganha-nova-fabrica-lapidacao-diamantes,eae5b51a-d7b9-4fc0-9c22-bfa971fd3d33.html
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また今年中に間接雇用を含めた労働者数を４００

名まで増加させることを想定している(AP 2/12)。 

１３．フランス・アンゴラ企業フォーラム 

２月５日，ルアンダにてフランス・アンゴラ企

業フォーラムが開催された。同イベントにはロジ

スティック，金融，石油，農業等様々な分野で活

動する１８社のフランス企業が参加した(JA 2/5)。

またイッテ駐アンゴラフランス大使によれば，ア

ンゴラにおける工業，農業活性化のため，フラン

スの三銀行は個別民間投資案件を対象に総額１５

億米ドルの融資を行う用意がある(NJ 2/6)。 

１４．公社一部民営化 

ロシャ情報通信大臣は，今年政府はアンゴラ国

営通信会社(Angola Telecom)の 45%の株式を売却

するためのプロセスを開始すると述べた。この一

部民営化を具現化するため現在政府は同社の資産

評価作業を行っている(AP 2/11)。 

１５．アンゴラ経済展望 

Standard & Poor’sはアンゴラの経済成長展望

に対する格付けを「安定的」から「ネガティブ」

に下方修正した。また同社は２０１８年の対ＧＤ

Ｐ比アンゴラ債務高が急激に上昇したとして「ジ

ャンク格」の評価を維持(OBS 2/11)。 

１６．人工衛星 

ロシャ情報通信大臣によれば，人工衛星の

Angosat-2が現在フランスにて製造されており２

０２１年の打ち上げを目指す。同大臣は

Angosat-1について，現在も大気圏外に留まって

いるがシグナルを発していない旨進捗状況を発表

(JA 2/11)。 

１７．２０１８年ダイヤモンド販売 

２０１８年，ダイヤモンド販売専属公社

(SODIAM)は約８４０万カラットのダイヤモンドを

販売し，約１２億米ドルの売上を計上した。

SODIAM によれば，２０１７年に比して全体の販

売量は１０％減少したが売上については１１％増

加した由(AP 2/12)。 

１８．民間投資ワークショップ 

１３日，アンジェロ・タヴァレス内務大臣は，

民間投資輸出促進庁(AIPIEX)と入国管理局(SME)

の共催で実施された「アンゴラにおける民間投

資・査証簡素化及び免除制度」と題されたワーク

ショップにて，民間投資は新しい企業の進出及び

既に進出している企業の潜在性を高めるために不

可欠であると述べた。また大臣は入国管理局は国

内での事業を容易にするために努力しており，メ

イド・イン・アンゴラ製品を普及させるために重

要なプロセスである旨述べた(AP 2/13)。 

１９．英国政府の融資 

（１）ルアンダにて開催されたアンゴラ・英国ビ

ジネスフォーラムのマージンにて，アンゴラ・英

国商工会議所会頭は，英国政府系ファンドはアン

ゴラにおける様々な投資案件に対し７億米ドルを

融資する用意があると話した。ハンド駐アンゴラ

英国大使は，英国はアンゴラの経済開発及び経済

多角化政策を支援すると述べ，ロウレンソ政権が

実施する諸改革は同国の投資家の関心を集めてい

るとも付言した(AP 2/20)。 

（２）２０日，英 Invest-Africaのロバート・ハ

ーソン氏を筆頭とする１１名の英国企業家ミッシ

ョンはロウレンソ大統領との会談を終えた後，英

国企業は今後アンゴラにて総額約２００億米ドル

の投資を行う見込みであり，当該投資内容につい

ては近日中に詳細が明らかにされると述べた。主

な投資分野は鉱業，石油，ガス，運輸，ロジステ

ィック，インフラ等となる見込みである由(JA 

2/21)。 

２０．世銀のプロジェクト融資 

２０１９年１０月，世銀はクアンザ・ノルテ州

都のンダラタンド市への飲料水供給を目的とした

浄水システムの建設プロジェクトへ融資を行う。

アンゴラ政府も融資を行う同プロジェクトの予算

は５０００万米ドルと見積もられており，合計１

６万人が裨益すると想定されている(JA 2/21)。 

２１．付加価値税法案の可決 

２２日，国会にて１６６の賛成票を獲得し「付

加価値税法案」が可決された。同法は一律１４％

を税率として定め，今年７月以降現行の消費税

（１０％）に取って代わるものであり，印紙税に

ついても今後変更がなされる。初期段階において

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/7/Nova-lapidaria-vai-produzir-tres-mil-quilates-mes-partir-2020,ac9a21a9-6623-4d8f-a989-930676849b1f.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/forum_traz_a_luanda_empresarios_franceses
http://www.novojornal.co.ao/economia/interior/franca-disponibiliza-15-mil-milhoes-usd-para-financiar-projectos-agricolas-e-industriais-66657.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/ciencia-e-tecnologia/2019/1/7/Privatizacao-Angola-Telecom-acontece-este-ano,47acb14f-d39e-4f3a-9ee5-2efb92a4c0d0.html
https://observador.pt/2019/02/11/standardpoors-piora-previsao-de-evolucao-de-angola-para-negativa/
http://jornaldeangola.sapo.ao/entrevista/angola-tera-mais-satelites-em-orbita-em-diversas-areas-de-conhecimento
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/7/Sodiam-arrecada-mais-USD-mil-milhoes-receitas-brutas,6d7792bf-b61c-4bfd-bb44-c833c1cbf377.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2019/1/7/Eficiencia-SME-facilita-actividade-empresarial-estrangeira,12851c79-7ded-4322-8db0-b827b0edc37d.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/8/Fundo-britanico-dispoe-USD-700-milhoes-para-investimento-Angola,ac436007-70f3-4711-855d-6e5224e18b8a.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/empresarios-britanicos-querem-investir-20-mil-milhoes-de-dolares
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/empresarios-britanicos-querem-investir-20-mil-milhoes-de-dolares
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/banco-mundial-financia-fornecimento-de-agua-1
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は原則として大規模納税者（企業）に対し当該税

が課せられることになる(ME 2/22)。 

２２．農業促進政策 

マルコス・ニュンガ農業・森林大臣は，政府は

今後農業生産に係る燃料費の４５％に対して補助

金を出すと発表した。同大臣によれば，今後２ヶ

月以内に実施に移される同支援政策により，農業

生産に係るコストを２０～２５％，肥料生産につ

いては１５～２５％削減することにつながる(AN 

2/25)。 

２３．エネルギー部門 

ソヨで建設されているガスコンバインドサイク

ル発電所の工事進捗率状況は９４．３％である。

同発電所で使用される蒸気タービンの設置作業に

ついても９割方完了している由。全ての工事が完

了すれば，ソヨ市は７５０ＭＷの発電能力を持つ

発電所を有することになる(AP 2/27)。 

２４．UNITEL 内部事情 

伯 Oi 社の発出したコミュニケによれば，仲裁裁

判所は，UNITEL社の株式を有するアンゴラ人投

資家（イザベル・ドス・サントス氏を含む）が株

主間契約を破ったとして Oi社に対し総額６億ユ

ーロの補償金を支払わなければならないとの見解

を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
JA: Jornal de Angola， EX: Expansão， MH:Macau Hub,  DN: Diario de Noticias, NJ: Novo Jornal, VOA: Voice 

of America, CK: Club-K, AA: All Africa, AN:Ango Notícias, OBS: Observador, AP: Angop, AO24:Angola 24 horas, 

FT: Financial Times, PA: Portal de Angola, EIU: Economist Intelligence Unit, ME: Mercado, VE: Valor 

Económico，OP: O País, DV: Dinheiro Vivo, VG:Vanguarda 

https://mercado.co.ao/economia/assembleia-nacional-aprova-implementacao-do-iva-no-pais-NC370348
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/60468/combustiveis-para-agricultura-tem-subvencao-de-45-por-cento
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/60468/combustiveis-para-agricultura-tem-subvencao-de-45-por-cento
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2019/1/9/Central-Ciclo-Combinado-Soyo-conclusao,f82574ef-1b54-4aef-a654-338985755a7e.html

